
廉
頗
寵
相
知
列
伝
と
ニ
つ
の
主
題

あ
る
ま
と
ま
り
を
持
っ
た
逸
話
と
し
て
の
跨
片
、
そ
れ
ら
が

互
い
に
有
機
的
な
関
聯
を
有
し
な
が
ら
更
に
大
き
な
物
語
を
祷

成
す
る
、
そ
の
時
、
そ
の
中
按
を
な
し
て
断
片
や
物
語
を
統
合

す
る
も
の
、
そ
れ
を
主
題
と
呼
ぶ
こ
と
に
す
る
な
ら
、
主
題
は

物
語
の
そ
れ
ぞ
れ
の
レ
、
ヴ
エ
ル
に
お
い
て
克
出
す
こ
と
が
で
き

る
。
間
々
の
断
片
の
主
題
に
つ
い
て
語
る
こ
と
も
で
き
る
し
、

ま
た
物
語
全
体
を
統
べ
る
主
題
に
つ
い
て
論
ず
る
こ
と
も
で
き

る
は
ず
で
あ
る
。

藤
頗
薗
相
知
刑
判
伝
に
つ
い
て
言
う
な
ら
、
欝
相
如
、
組
者
、

李
牧
の
伝
、
更
に
は
越
括
、
他
の
伝
に
錯
諒
し
つ
つ
語
ら
れ
る

の
伝
で
さ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
鶴
有
名
詞
に
よ
っ
れ

〆’町、、

一一、、＿，

杉

山

行
そ
こ
に
辻
一

そ
の
こ
と
に
つ
い

つ
の
主
題
（
）

に
お
い

す
，
A



廉
頼
関
棺
如
列
伝
は
、
列
伝
と
し
て
は
異
例

に
擁
さ
れ
て
い
る
。
嘉
文
玉
、
孝
成
玉
、
博
喪
主
、
越
五

嘉
文
王
か
ら
趨
王
遷
に
至
る
謹
一
点
の
交
代
は
ほ
ぼ
そ
の
都
度
明

示
さ
れ
て
お
り
、
記
年
も
事
件
に
却
し
て
付
さ
れ
て
い
る
つ
関

人
の
伝
と
し
て
見
る
な
ら
、
確
か
に
廉
頗
倍
は
他
の
訟
の
よ
う

に
は
独
立
せ
ず
、
錯
綜
し
た
犠
相
を
呈
し
て
は
い
る
が
、
個
人

の
伝
を
越
え
て
全
体
と
し
て
見
る
な
ら
、
意
閣
の
明
穣
な
一
部

の
避
行
を
除
い
て
、
記
述
は
議
ね
時
間
軸
に
沿
っ
て
進
め
ら
れ

て
お
り
、
記
述
の
か
た
ち
と
し
て
は
む
し
ろ
線
条
的
な
の
で
あ

っ
て
、
錯
綜
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

以
下
そ
れ
ら
の
記
述
を
確
認
し
て
お
こ
う
。

趨
嘉
文
王
十
六
年
、
廉
旗
為
越
将
、
攻
袴
大
破
之
、
取

陽
督
。
（
廉
頗
）

超
喜
文
王
時
、
得
楚
和
氏
盤
。
（
騎
祁
如
）

業
後
秦
岱
越
、
抜
石
域
。
（
臨
相
如
）

明
年
、
援
攻
結
、
殺
二
万
人
。
（
臨
棺
如
）

〔
明
年
〕
、
秦
王
使
使
者
止
口
趨
王
・
・
・
会
於
西
…
例
外
海
地
3

（
藷
相
知
）

是
歳
、
燦
頗
東
攻
替
、
礎
其
一
筆
。

二
年
、
廉
顔
復
伐
務
幾
、
抜
之
。

五毘
ム

ノ＼

七

一
年
、
藤
頗
攻
貌
之
抗
綾
、
安
陽
、
抜
之
。

後
路
年
、
関
相
如
将
部
攻
費
、
至
平
口
出
市
罷
c

広
明
年
、
越
者
被
奏
中
車
問
鮒
山
県
下
。
（
龍
相
知
i

後
間
四
年
、
越
率
文
王
卒
、
子
孝
成
王
立
。

七
年
、
秦
与
結
兵
持
距
長
平
。
（
結
審
i
越
括
）

間
例
年
、
秦
兵
遂
囲
榊
郎
幹
歳
余
、
幾
不
得
説
。
（
趨
括
）

凸
阿
部
郭
開
閥
解
五
年
、
市
燕
用
菜
媛
之
謀
。
（
廉
顔
）

居
六
年
、
趨
使
廉
頗
伐
貌
之
繁
揚
、
抜
之
。

越
孝
成
王
卒
、
子
持
褒
王
立
。
使
梁
来
代
康
頗
。
（
廉
頗
）

其
明
年
、
越
乃
以
李
牧
為
将
、
阪
攻
燕
抜
武
遂
、
方
域
。

（
康
頗

i
李
牧
）

一2

十九八十一十

二

廉

頗

既

亡

入

勢

、

強

使

李

牧

攻

燕

、

妓
武
遂
、
方
域
。
（
李
牧
）

士
一
…
居
二
年
、
藤
媛
破
燕
∞
阜
、
殺
樹
立
ナ
。
（
李
牧
）

十
開
後
七
年
、
秦
絞
殺
越
将
一
思
統
於
武
遂
、
新
設
十
万
。
趨

乃

以

李

牧

為

大

将

軍

、

大

破

秦

筆

。

（本ナ牧）

秦
攻
番
吾
、
李
牧
撃
破
泰
章
、
南
距
韓
、
競
。

（
李
牧
）

十
六
趣
主
唱
年
、
秦
使
王
前
期
攻
越
、
趨
使
李
牧
、
司
馬
尚

禦
之
・
・
・
ヱ
乃
使
地
問
葱
及
努
将
顔
緊
代
衣
子
牧
、
李
牧
不

受
命
、
趨
使
人
微
捕
、
得
ボ
チ
牧
斬
之
、
麗
目
的
馬
尚
。
（
李
牧
）



十

七

後

三

月

、

大

鍍

、

殺

趨

窓

、

遷

及

其

将

額

索

、

（

末

尾

）

括
弧
内
ほ
、
そ
の
記
述
の
存
在
す
る
伝
を
示
す
、
も
し
く
は

伝
と
伝
と
の
繋
ぎ
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
例
え

ば
そ
の
六
は
連
続
し
た
記
述
と
し
て
示
さ
れ
、
そ
の
機
能
と
し

て
は
欝
相
知
伝
と
題
審
誌
を
繋
ぐ
も
の
と
し
て
あ
る
。
し
か
し

霞
接
に
泣
い
ず
れ
の
伝
に
も
包
話
さ
れ
て
拾
い
な
い
。
換
言
す

る
な
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
の
主
題
の
下
に
、
他
の
記
述
と
関
聯

さ
れ
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
質
を
異
に
す
る
他

の
主
題
の
下
に
統
合
さ
れ
て
い
る
も
の
と
一
一
諸
問
え
よ
う
っ

と
こ
ろ
で
こ
れ
ら
の
記
述
に
は
整
合
性
伝
欠
く
部
分
も
あ
る

ひ
と
ま
ず
そ
の
整
理
を
し
て
お
く
こ
と
に
す
る
。

の
で
、

壬
年
」
は
、
翰
好
一
家
に
も
間
年
の
こ
と

と
し
て
い
る
が
、
認
は
「
努
背
鴎
」
と
す
る
。
六
由
化
サ
表

は
十
五
年
の
こ
と
と
し
て
「
取
務
昔
路
」
と
す
る
。
た
だ
し
一

本
に
は
「
没
北
」
と
作
る
。
梁
玉
縄
『
史
記
志
疑
』
は
「
十
五

年
」
、
地
名
は
「
准
北
」
と
し
て
い
る
。

ニ
和
氏
の
壌
を
め
ぐ
る
事
件
は
、
廉
額
蕗
相
如
列
伝
の

中
心
的
な
事
件
の
一
つ
で
あ
り
、
の
間
同
の

ら
ず
、

せ
な
い
。
従
っ
て

で
は
な
い
つ
し
か
し
、
一
一

五
十
八
年
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
註

す
れ
ば
嘉
文
王
十
六

関
さ
れ
る
。

一
一
一
六

と
す
る
。

る
が
、

；：主

の
開
の
こ

関

で
い

十
九
年
っ
六

万
」
に
作
る
2

五

西

河

識

池

の

条
に
廉
…
際
樹
樹
脂
和
知
到
訟
は
、
図

飽
の
記
述
を
参
昭
一
し
て
み

あ
り
、
梁
玉
縄
は
「
間
例
年
が

時
間
系
列
を
明
確
に
す
る
た
め
、

ノミ、

て
い
る
が
、

の
年
の
こ
と
で

て
い
る
と
し
て
い
る
。
っ
て
お

」、一F’
に
対
応
す

の

で

は

、

泣

五

王

二

見
出
す
こ
と
が
で
き
る
会
た
だ

五

ん

じ

こ

っ

た

か

の

如

く

に

。リ



読
め
る
。

越
世
家
は
奉
文
王
二
十
三
年
の
こ
と
と
し
て
「
十
二
月
、

頗
将
攻
幾
、
取
之
」
と
記
す
。
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
「
居
二
年

「
居
三
年
」
と
す
る
の
が
棺
応
し
い
。
梁
玉
縄
も
向
じ
。

越
世
家
は
悪
文
王
二
十
四
年
の
こ
と
と
し
て
「
廉
頗
将
攻
議

一
男
子
、
抜
之
・
・
・
又
攻
安
腸
。
敬
之
」
と
記
す
。
そ
れ
に
拠

れ
ば
、
「
後
三
年
」
は
前
項
と
連
携
さ
せ
な
が
ら
「
後
一
年
」
と

す
る
の
が
相
応
し
い
。
梁
玉
縄
も
同
じ
。
梁
は
更
に
「
随
時
限
」

に
つ
い
て
、
徐
療
は
「
一
男
子
」
と
作
り
、
索
隠
は
「
駿
」
の
字

は
誤
り
で
あ
る
と
い
う
設
を
挙
げ
て
、
「
拐
、
一
局
吉
通
」
と
し
て

い
る
。「
後
四
年
」
は
前
項
に
従
う
な
ら
、
嘉
文
字
ム
二
十
八
年
の
こ

と
。
六
閏
年
表
、
議
役
家
の
い
ず
れ
と
も
対
応
す
る
。

「
其
明
年
」
は
括
っ
て
蕗
文
王
二
十
九
年
。
こ
れ
も
六
留
年

表
、
趨
世
家
の
い
ず
れ
と
も
対
応
す
る
。

七
「
後
四
年
」
は
六
を
上
記
の
如
く
是
疋
し
て
計
算
す

れ
ば
、
率
文
王
の
卒
す
る
の
は
、
そ
の
三
十
一
一
一
年
と
な
る
。
越

世
家
主
一
十
一
一
一
年
、
窓
文
王
卒
、
太
子
丹
立
。
是
為
孝
成
主
」
。

「
七
年
、
泰
与
越
兵
相
距
長
平
」
に
つ
い
て
、
ム
ハ
国
年
表
は
、

孝
成
主
五
年
の
項
に
「
使
廉
頗
拒
秦
於
長
平
」
と
し
、
六
年
の

項
に
「
使
趨
括
代
廉
頗
将
、
白
起
破
括
四
十
五
万
」
と
記
す
。
泰

昭
王
四
十
七
年
（
越
孝
成
王
ム
ハ
の
壌
に
辻
「
白
起
被
超
長

一
平
、
殺
卒
四
万
」
と
す
る
。
こ
の
は
白
起
王
議
列
訟

に
詳
し
く
、
そ
れ
に
拠
れ
ば
、
事
件
は
泰
昭
王
臨
十
七
年
（
鑓

相
手
成
王
六
年
）
に
起
こ
り
、
そ
の
七
月
、
越
括
を
廉
頗
に
代
り

将
軍
に
つ
け
た
、
と
記
す
。
麓
世
家
に
「
康
頗
将
家
家
長
一
平
。

七
年
、
厳
頗
免
、
市
錨
括
代
将
」
と
あ
る
の
は
、
梁
玉
識
が
指

摘
す
る
よ
う
に
「
七
年
」
を
「
七
月
」
と
す
る
の
が
正
し
い
。

燦
頗
欝
相
如
列
伝
「
七
年
、
楽
与
越
兵
相
距
長
平
」
の
記
事
も
、

ヱ
ハ
年
」
と
す
べ
き
で
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
方
が
八
「

明
年
い
と
も
よ
く
対
応
す
る
。

八
内
向
起
王
鶏
列
依
に
拠
れ
誌
、
秦
が
郡
郭
を
包
囲
し
た

の
は
、
昭
芝
居
十
八
年
（
晶
子
成
五
七
年
）
、
六
閏
年
表
に
誕
れ
ば
、

そ
の
包
簡
が
解
か
れ
た
の
は
紹
王
五
十
年
（
孝
成
五
九
年
）
。
「

明
年
」
を
七
「
孝
成
主
六
年
」
と
し
た
こ
と
を
承
け
て
、
孝
成

支
七
年
の
こ
と
と
す
れ
ば
、
他
の
記
事
と
よ
く
顕
芯
す
る
。

九
郎
轄
の
包
閣
が
解
か
れ
て
五
年
と
す
れ
ば
、
事
件
は

孝
成
玉
十
一
一
一
年
の
こ
と
と
な
る
が
、
越
泣
家
は
十
五
年
の
こ
と

と
す
る
。
梁
玉
縄
は
そ
れ
に
拠
っ
て
「
五
年
」
は
「
七
年
」
の

誤
り
と
し
て
い
る
。
そ
の
方
が
「
居
六
と
よ
く
照
応
す

る。

iま

4
 

十
憩
役
家
は
「
十
一
年
、
孝
成
主
卒
。
廉
頗
将
攻
繁

陽
、
取
之
。
使
梁
采
代
之
、
康
頗
攻
灘
消
菜
、
楽
莱
走
、
廉
額
亡

入
謀
。
、
是
為
悼
喪
王
」
と
記
す
。
廉
頗
欝
相
知
列
伝



十
七

一
月
」
は

で
誌

「
後
五

Im 

以
上
、
い
さ
さ
か

の
合
わ
な
い

は
い
え
、

斗
J

匹、

そ
れ
を
担
う
人
物
・
そ
そ
の
都
度
交
代
さ
せ
な
が
ら
も
、

に

沿

っ

て

記

載

し

て

い

る

予

う

。

そ
れ
で
は
、
廉
熊
楠
闘
い

取
ら
れ
た
麗
史
時
間
辻
、

で
あ
ろ
う
か
。

六
回公

の

の

の

つ
ま
り
六五
六

で
は

の
こ
と
と

為えと
記
す
。
こ
れ

を
趨
主
選
八
年
の
こ
と
と
者
徹
し

亡
に
結
び
付
け
て
い
る
。

る
や
、
た
る
こ
と
六

ぼ

し

、

以

て

と

し

て

、

の
こ
と
と
は
し
て
い
る
も
の
の
、

-5-



せ
ら
れ
、
持
潟
尚
免
ぜ
ら
る
。
越
忽
及
び
脊
将
館
紫
之
れ

る
。
越
忽
の
中
眠
中
破
れ
、
顔
潟
水
亡
れ
去
る
。
王
惑
を
以
て
降

八
年
十
月
、
出
持
、
楽
と
為
る
」
と
し
て
、
そ
の
本
文
を

て
い
る
。
越
好
一
家
と
し
て
は
、
実
質
的
な
越
の
滅
亡
を
「
八

十
月
」
と
看
散
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

康
頗
繭
相
如
刑
判
伝
も
盤
世
家
と
田
州
議
な
立
場
で
あ
っ
て
、
信

の
末
尾
を
越
の
滅
亡
を
以
て
し
て
い
る
。

一
方
、
伍
の
冒
頭
は
ど
の
よ
う
に
始
め
ら
れ
て
い
る
の
か
。

悪
文
王
に
先
ん
ず
る
越
王
は
、
惑
文
王
の
父
武
盤
主
で
あ
り
、

彼
は
拐
の
地
中
山
を
攻
略
す
る
た
め
に
拐
服
す
る
な
ど
、
積
機

的
な
応
時
変
法
の
策
を
展
開
し
た
。
自
ら
将
と
し
て
中
山
を
攻

略
し
た
後
は
、
北
は
燕
、
代
、
西
は
雲
市
γ
、
九
原
に
ま
で
五
る
、

と
記
さ
れ
る
よ
う
な
赫
赫
た
る
功
綴
を
挙
げ
た
。
結
伶
一
家
は
異

例
の
紙
一
胞
を
割
い
て
彼
の
功
業
を
記
述
す
る
。
つ
ま
り
轄
の
宙

は
武
一
盤
王
の
治
散
に
お
い
て
そ
の
最
盛
期
を
迎
え
た
の
で
あ
り
、

彼
自
身
は
稀
代
の
英
傑
で
あ
っ
た
と
す
る
認
識
を
、
そ
こ
か
ら

は
窺
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
そ
の
最
期
が
悲
惨
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
も
問
時

に
記
さ
れ
る
c

武
翠
玉
は
一
五
は
長
子
章
を
太
子
と
し
て
立
て

た
が
、
惑
后
山
口
（
娃
に
惑
い
、
そ
の
子
何
を
立
て
て
王
と
し
、
自

ら
は
主
父
と
号
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
呉
娃
の
死
に
よ
っ
て
、

何
へ
の
愛
も
弛
み
、
加
え
て
践
し
た
公
へ
の
憐
れ
み
も
加

い
ず
れ
を
も
王
に
し
た
い
と
猶
予
し
決
し
か
ね
て
い

そ
の
結
来
、
公
子
章
の
叛
乱
を
引
き
寄
せ
る
こ
と
と
な
っ

し
か
も
叛
乱
に
失
敗
し
て
自
ら
の
宮
に
走
っ
た
章
を
か
く

ま
？
た
主
父
は
、
事
支
の
手
の
者
に
包
囲
さ
れ
、
官
を
出
る
こ

と
も
な
ら
ず
、
食
物
さ
え
与
え
ら
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
雀

の
予
を
諜
し
出
し
て
食
べ
た
り
し
て
い
た
が
、
三
月
余
り
で
沙

宮
で
餓
死
し
た
、
と
す
る
の
が
、
超
世
家
の
記
事
で
あ
る
。

越
世
家
は
、
叙
事
の
文
章
の
詞
に
殊
更
に
直
裁
な
議
論
の
文

章
を
差
し
挟
ん
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
主
父
、
初
め
長
子
章
を
以
て
太
子
と
為
す
。
後
、
呉
娃
を

得
て
之
れ
を
愛
し
、
為
に
出
で
ざ
り
し
こ
と
数
歳
。
ウ
ナ
何
を
生

む
。
乃
ち
太
子
章
宏
鹿
し
て
、
何
を
立
て
王
と
為
す
。
呉
娃
死

し
、
愛
弛
む
。
故
の
太
子
を
憐
れ
み
、
間
つ
な
が
ら
之
れ
を
王

と
せ
ん
と
欲
す
。
猶
予
し
て
土
木
だ
決
せ
ず
。
故
に
乱
起
り
、
以

て
父
子
倶
に
死
し
、
天
下
の
笑
い
と
為
る
に
奈
る
。
宣
に
痛
ま

し
か
ら
、
ず
や
」
。

か
く
て
越
の
国
勢
は
そ
の
坂
を
降
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
あ
る
が
、
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
康
頗
商
相
如
列
伝
は
、
轄
の

盛
勢
期
を
承
け
て
、
そ
の
下
降
期
か
ら
記
述
を
開
始
し
、
そ
の

滅
亡
ま
で
を
そ
の
範
臨
と
し
て
い
る
、
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ち
な
み
に
趨
世
家
の
論
賛
で
は
、
お
玉
孫
に
開
く
。
日

く

、

設

〈

の

母

は

侶

な

り

。

に

饗

せ

ら

る

。

樟

わ
っ
て
、

6 



見
比
べ
て
み
る
な
ら
、

明
殺
な
対
比
を
見
て
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
こ
に
は

五

の
時
代
か
ら
次
々

の
治
役
下
で
は
、

気
を
以
て
額
こ
え
た
廉
顔
に
よ
っ
て
よ
う
や
く

ら
れ
、
危
機
を
脱
し
て
い
く
。

頗
欝
抑
制
知
列
伝
の
記
述
が
廉
額
や
闘
相
知
な
ど
の
人
物
を

そ
の
よ
う
に
布
置
し
て
い
る
こ
と
、
前
議
に
述
べ
た
通
り
で
あ

る
。
し
か
も
読
む
者
を
そ
の
よ
う
に
導
い
て
い
の
い
く

つ
か
を
そ
こ
に
見
出
す
こ
と
も
で
き
る
。

。
が

い
に
お
い
て
初

謹
没
家
で
は
す

し

見

せ

り
明
議

い
に
お
い
て
初
め
て

る
こ
と
は
、
蔀
議
に
述
べ
た
人
物
を
め
ぐ

王

っ
て
い
る
。

と

、ノAU
 

た
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
を
救
う

よ
り
鮮
暁
も
の
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
a

的
に
記
述
し
て
い
く
が
、

斡
に
沿
い
な
が
ら
も
、

」
と
に
、
危

し
む
」
。

こ
と
が
で
き
ず
、
人
物
の

た
廉
頗
が
将
軍
と
し
て
、
こ
の

る
。
と
す
る
な
ら
、
物
語
と
し
て

よ
う
に
、
事
態
が
う
ま
く
解
決
さ
れ
な
い
こ
と
は
あ
ら
か
じ
め

定
め
ら
れ
て
い
る
と
っ
て
よ
い
。
「
時
に
謡
選
己
に
死
し
、
市

も
蕗
絹
如
は
痛
篤
し
に
↓
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
こ

の
比
較
へ
の

と

も

に

つ

の
み
を
付
与
さ
れ

ち
向
か
う
こ
と
に
な

の

の

7-



取
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
し
て
「
父
子
、
心

と
称
さ
れ
る
超
括
が
、
廉
頗
に
代
る
こ
と
と
な
れ
託
、

北
泣
あ
ら
か
じ
め
決
定
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
む

孝
成
王
が
死
し
悼
袋
五
が
開
設
す
る
場
合
も
事
態
は
に

描
か
れ
る
。
「
居
る
こ
と
六
年
、
結
は
厳
般
を
し
て
説
の
繁
践
を

伐
た
し
め
、
之
れ
を
抜
く
。
越
の
孝
成
王
卒
す
。
予
の
悼
喪
主

立
つ
。
梁
乗
を
し
て
廉
頗
に
代
ら
し
む
。
廉
頗
怒
り
、
難
采
を

攻
む
。
楽
一
楽
走
ぐ
。
康
頗
遂
に
裂
の
大
梁
に
奔
る
」
。
危
機
は
李

牧
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
廉
頗
は
不
遇
の
う
ち

に
悲
劇
の
死
を
迎
え
る
こ
と
と
な
る
。
ち
な
み
に
柴
莱
に
は
擦

頗
欝
柏
如
列
伝
は
何
の
指
標
を
も
付
与
し
て
い
な
い
。
た
だ
限

奥
の
戦
い
に
際
し
て
は
、
「
襲
来
対
う
る
こ
と
、
廉
額
の
一
一
お
の
如

し
」
と
記
し
て
、
越
者
が
韓
を
救
護
し
よ
う
と
し
た
の
に
対
し
、

療
頗
と
と
も
に
反
対
の
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
が
明
示
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
は
注
意
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

柏
崎
投
家
は
読
に
指
捕
し
た
よ
う
に
、
「
二
十
一
年
、
孝
成
王
卒

す
。
廉
頗
将
と
し
て
繁
陽
を
攻
め
、
之
れ
を
取
る
。
襲
来
を
し

て
之
れ
に
代
ら
し
む
。
疑
頗
、
楽
粂
を
攻
む
。
梁
桑
走
ぐ
。
廉

頗
亡
げ
て
麓
に
入
る
。
子
鰹
立
つ
、
是
れ
博
義
主
為
り
」
と
し

て
い
る
。
両
者
の
記
述
を
比
較
し
て
み
る
な
ら
、
策
顔
諮
相
知

列
伝
で
は
、
廉
頗
は
鶏
の
繁
騒
を
討
伐
し
こ
れ
を
踊
落
さ
せ
る

と
い
う
大
功
を
挙
げ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
越
王
の
交
代
に
よ

っ
て
そ
の
地
伎
を
追
わ
れ
た
、
従
っ
て
こ
の
の
交
代
が
越

の
時
に
危
機
を
も
た
ら
し
た
、
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
強
調
さ

れ
て
い
る
。
ま
た
閣
内
伝
全
体
と
し
て
も
鑓
王
の
交
代
が
二
穏
の

危
機
を
も
た
ら
す
と
い
う
脅
さ
ぶ
り
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
、

な
お
さ
ら
そ
の
よ
う
に
読
む
よ
う
に
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

た
だ
し
、
中
井
積
徳
司
史
記
離
題
』
は
「
廉
頗
伝
に
掠
れ
ば
、

楽
采
の
擦
頗
に
代
る
は
、
当
に
樟
袈
王
為
り
の
下
に
在
る
べ
し
」

と
し
、
梁
玉
縄
も
ほ
ぼ
向
じ
。
事
実
関
係
は
麓
役
家
の
記
事
の

方
が
よ
り
正
確
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
と
す
れ
ば
、
む
し
ろ
こ

こ
に
も
主
題
へ
向
か
っ
て
の
誘
導
が
仕
掛
け
ら
れ
て
い
る
と
見

る
こ
と
が
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

趨
滅
亡
に
向
か
っ
て
繰
り
迭
さ
れ
る
記
述
は
、
ほ
か
に
も
見

出
さ
れ
る
。
長
平
の
戦
い
に
趨
が
敗
れ
る
の
は
、
越
王
が
将
療

を
燦
頗
か
ら
に
趨
揺
に
代
え
た
か
ら
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い

て
康
類
題
特
如
列
伝
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
二
組
王
秦
の

関
の
言
を
倍
ず
。
秦
の
間
一
言
い
て
臼
く
、
秦
の
蕗
む
所
は
、
独

り
篤
隈
窓
越
衰
の
子
越
括
が
将
為
ら
ん
こ
と
を
畏
る
る
の
み
、

と
。
趨
芝
、
菌
り
て
揺
を
以
て
将
と
為
し
、
廉
顔
に
代
ら
し
む
」
。

龍
相
知
は
趨
括
が
父
越
者
に
は
及
び
も
つ
か
な
い
と
し
て
強
く

反
対
す
る
が
、
「
越
玉
聴
か
ず
。
遂
に
之
れ
を
将
と
す
る
」
。
越

括
の
母
も
「
父
子
、
心
を
異
に
す
」
と
し
て
、
将
軍
に
つ
け
る

こ
と
を
反
対
す
る
が
、
「
王
臼
く
、
母
之
れ
を
置
け
。
で
に

-8 



決
せ
り
、
と
い
。
次
の
m
一

回

の

の

敗

北

を

予

揺

さ

せ

て

い
る
こ
と
、
一
一
時
間
う
ま
で
も
な
い
。
の
母
、
回
り
て
自
く
、
玉
、

終
に
之
れ
を
遺
る
つ
館
、
ぇ
称
わ
ざ
る
が
知
き
こ
と
有
ら
ん
も
、

妾
、
坐
一
に
諾
う
な
き
を
得
ん
か
、
と
。
芝
、
許
諾
す
」
合
同
間
諜
の

叩
一
諮
問
を
信
ず
る
こ
と
、
こ
れ
が
敗
北
の
引
き
金
に
な
っ
て
い
る
（

麓
審
が
秦
の
間
諜
を
巧
み
に
利
尽
し
た
こ
と
を
思
い
い
起
こ
す
必

要
が
あ
る
）
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
類
す
る
こ
と
も
繰
り
返
し

記
述
さ
れ
る
。

孝
成
主
が
死
に
、
子
の
棒
袈
一
え
が
即
位
す
る
と
、
持
獲
王
は

幾
莱
を
康
一
顔
と
交
代
さ
せ
た
。
怒
っ
た
康
頗
は
楽
乗
を
攻
繋
し

逃
亡
さ
せ
る
と
、
自
ら
泣
鶏
の
大
梁
に
亡
命
し
た
。
長
い
間
と

ど
ま
っ
て
い
る
が
、
畿
は
療
態
を
一
戸
一
同
じ
用
い
る
こ
と
が
で
き
な

い
。
一
方
越
は
楽
に
苦
し
め
ら
れ
廉
頗
を
必
要
と
し
、
成
頗
も

一
得
び
舗
に
毘
い
ら
れ
た
い
と
す
る
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
た
。
「

越
王
、
能
者
を
し
て
議
頗
の
揖
お
用
う
べ
き
や
筑
間
や
安
捜
し
む
。

廉
鎮
の
仇
な
る
郭
関
は
、
多
く
使
者
に
ふ
混
在
与
え
て
、
之
れ
を

殻
ら
し
め
ん
と
す
」
。
廉
額
の
ひ
た
す
ら
な
努
力
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
郭
関
の
も
く
ろ
み
は
成
功
し
て
、
↑
沼
い
ら
れ
な
い
。

そ

し

て

記

述

上

で

は

、

の

死

つ

け

ら
れ
て
い
る
。

李
牧
の
場
合
も
問
地

に
越
を
攻
撃
さ
せ
る
。

"'.) 

。

そ

の

は

代
さ
せ
て
し
ま
う
。
そ
の
こ
の
死
へ
と
、
更
に

の

滅

亡

へ

と

火

つ

い

て

い

く

こ

と

、

べ

た

通
り
で
あ
る
。

で

こ

の

よ

う

返

し

述

べ

大
し
て
い
く
、
と
い
う

亡
へ
の
一
露
で
あ
っ
た
こ

い
で
あ
ろ
う
っ
逆
の
州
側
か

ハソ
v
」
エ
品
、
A

P
品

ヘ
J

戸
ふ

σ～？
v
t
E
4
H
，
y

f
・7

日
は
、
前
述
し
た
よ
う

し
つ
つ
、
そ
の
こ
と

み
一
こ
と
で
、

予

」

折
り

い
込
ま

っ
て
は
サ
ス
ベ
ン

た
た
ま
れ
る
よ
う
に
切
迫
し
た
も
の
と
な
り
、

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
、
そ
こ

ス

が

て

く

る

。

9-

る
こ
と
に
な
っ
た
が
、



設
ち
去
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
の
時
、
笥
空
潟
は
自
分
段

越
王
の
た
め
に
甑
策
し
た
が
照
い
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
組
は
た

め
に
必
ず
滅
び
る
で
あ
ろ
う
と
設
い
、
次
の
よ
う
に
続
け
る
つ

「
組
、
武
安
君
を
将
と
せ
ば
、
期
年
に
し
て
亡
び
ん
9

悲
し

武
安
君
を
殺
さ
ば
、
半
年
に
過
ぎ
ざ
ら
ん
。
越
王
の
隠
に
韓
倉

な
る
者
有
り
。
訟
を
以
て
越
王
に
合
い
、
其
の
交
わ
り
甚
だ
親

し
。
其
の
人
と
為
り
、
賢
を
疾
み
功
臣
会
｝
妬
む
。
今
、
問
危
亡

す
。
玉
必
ず
其
の
言
を
用
い
、
武
安
君
必
ず
死
せ
ん
勺

武
安
君
は
李
牧
の
こ
と
。
郭
関
の
役
ど
こ
ろ
は
こ
こ
で
は
韓

倉
と
な
っ
て
い
る
。
果
た
し
て
韓
倉
は
武
安
君
を
諮
っ
た
の
で
、

王
は
将
軍
を
交
代
さ
せ
た
。
そ
こ
ま
で
の
李
牧
に
関
わ
る
事
清

だ
け
安
取
り
上
げ
れ
ば
、
廉
頗
蕗
桔
如
列
伝
と
需
じ
で
あ
る
。

ま
た
李
牧
が
死
に
変
る
こ
と
も
間
様
な
の
で
あ
る
が
、
そ
の
経

過
、
記
述
は
大
い
に
異
な
っ
た
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

韓
念
は
李
牧
を
死
に
追
い
や
る
た
め
、
か
つ
て
李
牧
が
戦
争

に
勝
を
収
め
た
時
、
王
の
賜
っ
た
潜
杯
を
受
け
取
り
、
王
の
た

め
に
寿
を
言
祝
い
だ
こ
と
が
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の
線
、
李

牧
は
ひ
じ
を
張
っ
て
と
首
を
構
え
て
い
た
、
そ
ん
な
行
為
は
死

に
相
当
す
る
、
と
責
め
た
て
た
。
李
牧
は
、
自
分
は
病
気
の
せ

い
で
身
体
の
割
に
腕
が
短
く
、
地
に
手
を
つ
く
こ
と
が
で
き
な

い
。
そ
こ
で
義
手
を
汚
い
て
い
る
、
と
釈
明
し
、
微
か
ら
義
手

を
見
せ
な
が
ら
、
王
に
釈
明
し
て
く
れ
る
よ
う
請
う
た
。
し
か

し
韓
倉
は
受
け
入
れ
ず
、
結
局
李
牧
は
死
に
追
い
や
ら
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
武
安
君
は
北
函
一
得
拝
し
て
死
を
賜
い
、
斜
を
と

っ
て
将
に
自
ら
死
な
ん
と
し
て
、
つ
ぶ
や
く
。
入
院
た
る
も
の
、

宮
中
で
は
自
殺
で
き
な
い
。
そ
こ
で
司
馬
門
そ
く
ぐ
り
抜
け
、

定
め
に
従
い
小
走
り
に
走
る
の
で
あ
っ
た
が
は
な
は
だ
速
い
、

内
を
出
で
る
や
い
な
や
右
に
剣
＆
挙
げ
自
寄
せ
ん
と
し
た
が
、

今
度
は
ひ
じ
が
短
く
て
と
ど
か
な
い
。
や
む
な
く
剣
を
口
に
含

み
、
柱
そ
見
定
め
て
自
ら
を
刺
し
通
し
た
。

以
上
い
さ
さ
か
残
酷
な
味
の
す
る
ユ
ウ
モ
ア
さ
え
感
じ
ら
れ

る
挿
話
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
こ
に
描
か
れ
る
李
牧
は
、
廉
頗

闘
将
如
列
訟
の
李
牧
に
は
決
し
て
相
応
し
く
な
い
。
従
頓
に
死

に
赴
く
議
、
な
に
よ
り
も
李
牧
が
将
家
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

一
年
し
か
も
た
な
い
と
す
る
笥
空
馬
の
予
言
は
、
廉
頗
龍
相
知

列
誌
と
は
相
容
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
一
号
馬
連
が
こ
の
一
部
話
に

対
し
て
ど
の
よ
う
な
位
置
に
あ
っ
た
か
、
今
は
開
題
で
は
な
い
。

両
者
会
｝
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
廉
頗
龍
桔
如
閣
内
伝
が
物
語

を
ど
の
よ
う
な
方
向
へ
と
組
織
し
て
い
る
の
か
が
昭
明
確
に
な
る

こ
と
、
そ
れ
が
問
題
な
の
で
あ
る
。
（
ア
）

10-

本
論
文
で
は
前
務
同
様
、
留
有
名
誌
を
徐
き
、
引
用
に
お
い
一

で
代
用
し
た
。
ま
た
4mw
き
下
し
文
も
現
代
仮
名
遠
い
一


